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国土交通省では，ITSスポットによるプローブ情報（道路プローブ情報）収集システムを開発し，2011
年度から道路プローブ情報の収集を開始している．ITSスポット対応カーナビが普及すれば大量の道路プ

ローブ情報を低コストで収集することが可能となる．これにより，区間単位旅行速度や広範囲な道路管理

に関わる情報などを高頻度に収集し，道路管理業務の効率化・高度化等を実現できる． 
本稿では，道路プローブ情報及び道路プローブ情報収集システムの概要を説明し，道路管理者の実務で

道路プローブ情報を活用するために開発した道路プローブ情報利活用システムのシステム上の位置づけ，

開発機能の内容，道路プローブ情報のデータ量を補完するための民間プローブ情報との統合手法について

示し，今後の課題を考察する． 
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1. はじめに 
 
2009年秋より，民間各社からITSスポット対応カーナ

ビの市場投入が始まり，ITSスポット（カーナビ・ETC
を進化させオールインワンで多様なサービスを実現でき

るよう一体化させた「ITSスポット対応カーナビ」との

間で，高速・大容量通信を行う道路に設置された通信ア

ンテナ．）による道路交通情報提供や安全運転支援情報

提供サービスなど（ITSスポットサービス）が高速道路

上を中心に約1,600か所で2011年から開始されている． 
 ITSスポットに用いられている通信技術は，双方向の

高速・大容量通信が可能であり，これまでのように道路

側から一方的に道路交通情報等を提供（ダウンリンク）

するだけではなく，車両側から道路側に情報を送信（ア

ップリンク）することが可能である．このため，ITSス
ポットは車両の走行履歴情報等を収集するプローブシス

テムとしての活用が期待されている． 
ITSスポットによりプローブ情報を収集するシステム

（以下，「道路プローブ情報収集システム」という．）

は，無線通信技術を用いてプローブ情報を収集するため，

ITSスポット対応カーナビが普及すれば大量のデータを

低コストで収集することが可能となる．これにより，区

間単位旅行速度や広範囲な道路管理に関わる情報などを

高頻度に収集することができるため，高精度な道路交通

情報の把握・提供や，低コストに道路管理業務の効率

化・高度化を実現することが可能となる． 
本稿では，道路プローブ情報及び道路プローブ情報収

集システムの概要を説明し，道路管理者の実務で道路プ

ローブ情報を活用するために開発した道路プローブ情報

利活用システムのシステム上の位置づけ，開発機能の内

容，道路プローブ情報のデータ量を補完するための民間

プローブ情報との統合手法について示し，今後の課題を

考察する． 
 
 

2. 既往の研究・取り組み 
 
既往研究では，首都高速道路上のITSスポットから得

られたデータを収集・集計・保管するサーバ装置を用い

て道路プローブ情報の収集実験を行い，ITSスポットに
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より道路プローブ情報が取得できる事を確認した1)．ま

た，道路プローブ情報に含まれる挙動履歴（前後加速

度・左右加速度・ヨー角速度等の情報）と事故多発地点

情報との比較1),2)や，走行履歴データ（一定距離走行す

る毎の時刻・緯度・経度）をもとにしたCO2排出量の算

出2),3)において，道路プローブ情報活用の可能性，有用

性を示してきた．本稿では，この道路プローブ情報を道

路管理者が活用するために支援するシステムとして開発

した道路プローブ情報利活用システムについて説明する． 

 
 
3. 道路プローブ情報及び道路プローブ情報収集

システムの概要 
 
(1) 道路プローブ情報の概要 

道路プローブ情報は，基本情報，走行履歴，挙動履歴

からなる．なお，カーナビユーザーはITSスポット対応

カーナビの設定により，基本情報の一部，走行履歴，挙

動履歴について，道路管理者への提供の可否を選択する

ことができるようになっている． 
a) 基本情報 

基本情報は，ITSスポット対応カーナビに関する情報

（無線機に関する情報（製造メーカ，型番等），カーナ

ビゲーションに関する情報（製造メーカ，型番等）），

車両に関する情報からなる．なお，車両に関する情報は，

ITSスポット対応カーナビのセットアップの際に，利用

者から提供いただく車両情報の一部であるが，車台番号

や，自動車登録番号又は車両番号の4桁の一連番号は含

まれないため，車両又は個人を特定することはできない． 
b) 走行履歴 

走行履歴は，時刻，緯度・経度，道路種別（高速，

都市高速，一般道，その他）等のデータで，前回蓄積し

た地点から200m(又は100m)走行した時点，進行方位が前

回蓄積した時点から45度(又は22.5度)以上変化した時点

で蓄積される．ただし，走行開始地点や走行終了地点な

どの個人情報に関わる情報は，収集されない． 
（（ ）内の数値は「電波ビーコン5.8GHz帯データ形

式仕様書 アップリンク編 Rev.1.3」 に準拠したITSス
ポット対応カーナビの場合） 
c)挙動履歴 

挙動履歴は，時刻，緯度・経度，方位，道路種別，前

後加速度，左右加速度，ヨー角速度等のデータで，前後

加速度，左右加速度，ヨー角速度のいずれかが表-1に示

す閾値を越えた時のピーク値が蓄積される． 
 
(2) 道路プローブ情報収集システムの概要 

道路プローブ情報収集システムは，図-1に示すとおり，

自動車に搭載された「ITSスポット対応カーナビ」，道

路に設置した「ITSスポット」，道路プローブ情報の収

集・集計・保管等を行う「プローブサーバ」からなる． 
「ITSスポット対応カーナビ」は，道路プローブ情報

を収集するために特別な観測装置を実装しているのでは

なく，カーナビゲーションシステムに従来から搭載され

ているGPS受信機，加速度センサ，ジャイロセンサ等を

活用して道路プローブ情報を収集する． 
ITSスポット対応カーナビに蓄積された道路プローブ

情報は，自動車がITSスポットの通信領域（ITSスポット

の直下20m程度の範囲）を通過した際に，ITSスポット

にアップリンクされる．この際，ITSスポット対応カー

ナビの最大蓄積容量を超えない限り，前回アップリンク

された以降に蓄積されたプローブ情報が全てアップリン

クされる．「電波ビーコン5.8GHz帯データ形式仕様書 

アップリンク編 Rev.1.3A（平成22年11月）」以降の仕

様に準拠したITSスポット対応カーナビの場合は，高速

道路のように直線的な走行では概ね80km程度の蓄積が

可能であるが，一般道でカーブや右左折が多い場合は単

位区間あたりの蓄積データが多くなるため蓄積距離は短

くなる． 
ITSスポットにアップリンクされた道路プローブ情報

は，ネットワーク上でファイル転送され，プローブサー

バに集積される． 
プローブサーバでは，道路プローブ情報の収集・保管

のほか，旅行速度等の集計を行う．集計はデジタル道路

地図の基本道路（全国約39万km）のリンク（DRMリン

ク）単位と，道路交通情勢調査等で用いられる交通調査

基本区間単位（都道府県道以上の道路等の幹線道路や市

町村境等で分割される）で行っている． 
 

 

表-1 挙動履歴の閾値 

 前後加速度 左右加速度 ヨー角速度 

閾値 -0.25G ±0.25G ±8.5deg/sec 

プローブ情報
【基本情報】
【走行履歴】
【挙動履歴】

をアップリンク

ITSスポット対応
カーナビ

(2009.10から販売開始)

ITSスポットの下を走行した際に、

これまで蓄積したプローブ情報を
アップリンク

イントラ 各道路管理者

ダウンロード

ITSスポット
(2011年度高速道路上を中
心に約1,600箇所整備完了)

プローブサーバ
（プローブ情報の集積、集約、

集計等（2010年度整備））

図-1 システムの構成（略図） 
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4. 道路プローブ情報利活用システム 

 
(1) 道路プローブ情報利活用システムの位置づけ  

道路プローブ情報利活用システムは，図-2に示すとお

り「プローブサーバ」からDRMリンク単位に集計され

た旅行速度データや挙動履歴データをオンラインで収集

し，アプリケーションで集計・加工し閲覧できるように

している．道路管理者は，プローブ情報利活用システム

のポータルサイトにアクセスし，イントラネットを通じ

てアプリケーションを操作し，必要な集計結果を閲覧，

利用することができる． 
 
(2) 道路プローブ情報利活用システムの開発  

現在実施されている道路管理者の業務プロセスを分析

した結果，プローブデータの活用が考えられる業務とし

て，旅行速度調査，渋滞長調査，経路把握，路上工事に

よる影響把握，道路上での事象発生の把握，災害時の通

行可否の確認，ヒヤリハット箇所の特定などが抽出され

た．このなかから必要なデータサンプル数，集計区間，

データ取得期間などを考慮し，現在のデータ収集状況や

道路管理者のニーズを踏まえて，優先的に開発する機能

を選定した． 
その結果，表-2に示すとおり，次の３つの機能を初期

段階のもとして開発している．面的な交通状況を把握す

る機能とは，交通調査基本単位の月平均混雑時旅行速度

を電子国土上で表示し俯瞰的に状況を把握できるように

している．この機能は，道路管理者が保有する様々な情

報を電子国土上で一覧表示できるように開発された道路

管理情報共有プラットフォームにデータを登録し，前述

のポータルサイトからリンクすることによって実現した．

区間別に交通状況を把握する機能とは，指定した任意の

経路におけるDRMリンク別・時間帯別に時空間速度図

と所要時間の一覧表を作成するもので，事業実施前後の

旅行速度の比較等により事業評価業務に活用することが

できる．安全対策支援機能とは，急加速度の発生箇所を

地図上に表示するもので，急減速多発箇所の抽出や交通

安全対策実施前後比較を可能とするなど交通安全対策業

務に活用できる．図-3に急加速度発生箇所マップ作成機

能の出力例を示す． 

統合
プローブ

プローブ情報利活用

のポータルサイト

 

・・・・
・・・・
・・・・

プローブ
サーバ

・走
行
履
歴
デ
ー
タ
蓄
積

・旅
行
速
度
デ
ー
タ
集
計
・蓄
積

・挙
動
履
歴
デ
ー
タ
蓄
積

道路プローブ
・・・・
・・・・
・・・・

民間プローブ
(旅行速度)

時空間速度図作成
旅行時間帳票作成
ダウンロード

急加速度発生箇所
マップ作成
ダウンロード

 速度階級の凡例 

：0～10km/h 以下 

：10～20km/h 以下 

：20～30km/h 以下 

：40km/h 超 

旅行速度の

地図表示

ダウンロード

区間延長

(km） 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

4352 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0.4 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 0.7 0.5 0.4 0.2

28 43 44 29 25 30 29 29 22 16 23 26 50

0.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

19 30 30 30 4 30 30 30 30 30 30 30 30

0.4 0.4 0.4 0.1 0.5 0.4 0.5 0.5 0.3 0.5 0.1 0.8 0.1

13 13 13 44 9 12 10 9 19 9 42 6 34

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0.1 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.5 0.0

6 16 32 10 3 8 5 16 11 30 32 1 30

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0.1 0.0 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.4

18 58 31 10 27 26 19 38 14 19 46 38 5

0.6 0.5 0.4 0.5 0.7 0.5 0.4 0.8 0.5 0.7 0.5 0.6 0.7

31 35 42 37 25 33 49 22 37 26 37 31 25

0.6 0.5 0.6 0.6 0.9 0.8 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6

1263 49 59 51 48 35 39 47 53 57 57 57 50 50

1.426 2.8 2.4 2.4 2.5 3.7 2.9 2.7 3.0 2.6 3.2 2.3 3.5 2.7

30 36 36 34 23 30 31 29 33 27 37 24 32

所要時間補完区間

0.089

0841

0.179

4353

0.023

4360

昼間12時間平
均所要時間

（分）

上段：所要時間(分)/下段：旅行速度（km/h）

0.081

0864

0.136

4366

0.056

4367

0.009

0882

0.014

6085

起終区間

0.014

6086

0.032

0885

0.296

1058

0.497

【 り り】 り

区間01→ 区間02→ 区間03→ 区間04→ 区間05→ 区間06→ 区間07→ 区間08→ 区間09→ 区間10→

区間番号 07622745 08152745 08154274 42744275 26164275 09052616 09053224 12973224 12973449 17723449

区間長（m） 432 8 218 157 110 677 364 1,333 506 1,518

7時台 47 24 47 67 56 58 60 63 71 69

8時台 42 20 67 92 99 51 53 58 71 68

9時台 43 20 46 42 44 70 57 59 70 67

10時台 42 20 56 38 44 53 53 56 68 66

11時台 44 23 40 41 55 59 70 68

12時台 50 25 43 85 51 64 67 72 77 74

13時台 53 22 60 61 64 66 72 70 75 69

14時台 50 23 53 67 57 61 68 72 73 71

15時台 51 26 50 65 58 73 71 73 77 72

16時台 53 25 94 69 70 73 68

17時台 50 24 52 57 50 59 62 66 70 66

18時台 50 26 46 81 74 65 67 73 67

凡例 　60km/h以上
　40km/h以上、60km/h未満
　20km/h以上、40km/h未満
　20km/h未満
  データなし

時
間
帯

閲覧サーバ

道路プローブ情報

利活用システム

道路管理情報共有ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

[道路プローブの閲覧]

[月平均平日混雑
時旅行速度]

[任意の日時
を選択]

閲覧収集

[道路管理情報の概要表示]

[災害対応、交通安全対策、事業効果評価等の用途に活用可能な集計や帳票出力]

[任意の日時を選択] [任意の日時を選択]

様々な道路管理情報の概要を
表示

旅行速度の
地図表示
(平日の月
平均混雑時
旅行速度）

統合プローブ
を加工・登録

リンク

ダウン
ロード

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

リンク

リ
ン
ク

 

道路管理者

【区間概要】
次の区間≫

道路種別 路線名 一般国道 一般国道○○号

データ更新日 暫定値／確定値 2011年4月10日（日） 暫定値
【旅行時間・旅行速度】
時間帯

旅行時間 旅行速度 旅行時間 旅行速度

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

下り上り

交通調査基本区間番号 02300010001
区間長 2,000m

平日／休日別 休日
○○県○○市都道府県・市町村

リ
ン
ク

ポップアップ
・詳細リンク

利活用

図-2 道路プローブ情報の収集・処理体系における

道路プローブ情報利活用システムの位置付け 

図-3 急加速度発生箇所マップ作成機能の出力例 

（国道20号調布IC付近） 

表-2 利活用システム機能一覧 

機能分類 機能名 機能の内容
面的な交通
状況の把握

－
交通調査基本区間単位の月平均混雑時旅行
速度を電子国土地図上で閲覧する機能※

時空間速度図
作成

指定した任意の経路の区間別(DRMリンク)，
時間帯別の平均旅行速度の集計結果を帳票
形式に出力するとともに，模式図に表示する
機能

所要時間帳票
作成

指定した任意の経路の区間別(DRMリンク)，
時間帯別の平均所要時間の集計結果を帳票
形式に出力する機能(時空間速度図と同時作
成可能)

安全対策支
援

急加速度発生
箇所マップ作成

指定都道府県、路線の急加速度(前後加速
度）の発生箇所を地図上に表示する機能

※道路管理情報共有プラットフォームとの連携で実現

区間別交通
状況の把握
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(3) 道路プローブ情報と民間プローブ情報の統合手法  

道路プローブ情報は高速道路を中心に収集されており

ITSスポット対応カーナビも普及途上のため，現時点で

は一般道路等の各種分析に十分なデータ量の確保が難し

い場合が多い．そこでデータを補完するため道路プロー

ブ情報と民間プローブ情報との統合を実施しここで作成

したプローブ情報（以下，「統合プローブ情報」とい

う．）を利活用システムに登録し，時空間速度図，所要

時間帳票の作成に利用できるようにしている．道路プロ

ーブ情報と民間プローブ情報は「旅行速度調査実施要綱

（案）Ver1.0（2011年6月）」に記載された方法に基づき，

統合するそれぞれのデータ項目，測地系，DRMバージ

ョンの整合を図ったうえで統合することが可能となる． 
国総研ではDRM2212(H22年12月版)世界測地系の道路

プローブ情報とDRM2203日本測地系の民間プローブ情

報をDRM2403世界測地系上で統合するためのコンバー

タを開発した．図-4は，統合コンバータのシステム構成

を示している．統合処理は測地系・DRMバージョン変

換処理と統合･集計処理の2つのステップに分けられる．

測地系・DRMバージョンの変換処理を行うためにはバ

ージョン間対応データが必要となる．測地系変換には国

土地理院から提供される地域パラメータを使用する．

DRMバージョンの変換には一般財団法人日本デジタル

道路地図協会(DRM協会)から提供される差分データをベ

ースとして使用しているが，道路構造が変化した箇所

（平面交差から立体交差に変わった場合，一条道路が二

条道路に変わった場合等）の一部は差分データに表現で

きていない箇所があったため，これらの部分を確認・修

正するDRM差分抽出ツールを作成して道路構造変化箇

所等対応テーブルとしてデータ化し，バージョン変換後

に対応するリンクがなくならないように処理している． 
 
 
5. 今後の課題 

 
ITSスポットとITSスポット対応カーナビから収集され

る道路プローブ情報は収集開始から２年余りが経過し，

データ取得量も順調に増加している． 
今後は，道路管理者とともに道路プローブ情報活用方

法の検討を進めるとともに，道路管理者向け利活用シス

テムについて面的な交通状況把握機能の強化など必要な

改良ができるよう検討を進める必要がある． 
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図-4 統合コンバータのシステム構成 
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